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０半導体的なカーボンナノチューブ(Single-walled Carbon Nanotube: SWNT)を，DNAやカルボキ

シメチルセルロース(Carboxymethyl Cellulose: CMC)で分散し，基板上で乾燥させても，光励起発光

(Photoluminescence: PL)を得られる [1,2]．CMCを用いると SWNTを分散したフィルムを造ること

ができるので，CMCと SWNTとの相互作用を調べることが重要である．本研究では，CMC中の

SWNTの濃度の違いが PL特性に及ぼす影響を調べた． 

図 1は，分子量 60000の CMCを用いて分散し，163000 Gで遠心分離し、(a)CMC-SWNT原液

を滴下したものと，(b)CMC溶液で希釈した CMC-SWNTフィルムの画像である．CMC溶液で希

釈することにより，透明なフィルムを作成することができた．図 2は，図 1の(a)，(b)それぞれか

ら測定した PLmap である．(a)では，従来の報告[2]と同様に，全てのカイラリティで溶液中(図中

の・)に比べて赤方偏移している．これは，CMC-SWNTの凝集による効果である．一方，(b)では，

カイラリティの Type Ⅰ，Ⅱに依存した発光波長のシフトが観測された．これは，SWNT が縮む

方向に応力がかかったときの偏移と同じであり[3]，CMCが CMC-SWNTに応力を及ぼしているも

のと考えられる．CMC-SWNTの濃度の違いによる CMCからの応力効果が観測できた． 
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図１ 乾燥した(a)CMC-SWNT(原液) 

と(b)CMC-SWNT(希釈) 

 

図 2 乾燥した CMC-SWNTフィルムの PL map 
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